
 
 
 
 
 
 
「～したい！安心して主体的に学ぶ子供たち」 

校長 内田 繁樹 

気温の変化と共にきれいな黄金色に衣がわりした校庭の銀杏の

木が、韮っ子たちの活動を見守ってくれています。グラウンド周

りの木々の葉も黄や紅に染まって、秋の深まりを感じます。休み

時間に落ち葉を集めていたら子供たちが寄ってきて、「焼き芋や

りたいね！」と言っていました。先日も、「きれいな落ち葉があ

ったよ。」と見せてくれた低学年の子がいました。季節の変化を

たのしんでいる子供たちです。 

 

さて、先日、４年生の算数の授業を見に行きました。既習の図形とは違った形の面積の

求め方の勉強でした。教師が一言投げかけると「これじゃあ、できない。」「今までの形

は、○○だったからできた。」「分ければ？」「でも…。」「形をかえてみたら？」「かえると

いうか、動かす？」「切って、分ける？」子供たちのつぶやき

が、次から次に出てきました。教師は、発言を要約したり、他の

子に聞き返したり、学級全体を巻き込むべく授業をコーディネー

トしていましたが、子供たちからは、早く話したい！自分の考え

を試したい！友達とやってみたい！があふれていました。学びの

主体は、まさに子供たちでした。こんなにも安心して発言ができ

る、しかし、聴くときには聴くなどのリラックスと緊張感のバラ

ンスがとれている。このような授業が展開できる要因は、普段か

らの子供と子供、子供と教師の人間関係にあると思います。 

子供たちは、人と人との関わり合いの中で様々なことを学んでいきます。時には、我慢

することもあれば、思い通りにいかずに悔しい思いをすることもあります。でも、その時

が成長するチャンスでもあります。大人の出番がどこなのか難しさもありますが、中学

校、高校、その先と考えたときに、子供たちが自分で考え正しく判断できること、人と上

手に関わり合いながら互いに成長できること、そんな力をご家庭と学校で協力して育てて

いきたいと考えます。保護者の皆様、地域の皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いいた

します。 

          

Ｒ７学校教育目標 『心豊かに 創造する』  

重点目標 『認め合い 共に挑戦しよう』 
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日 曜日 行事等

1 月 全校読書の日①

2 火
新1年園小交流会

クラブ④(60分)　3年クラブ見学(6時間)

3 水
🍙　★短縮

希望面談①

4 木
★短縮　希望面談②　

❖6年：薬学講座④

5 金 ★短縮　希望面談③

6 土 静岡県市町駅伝

7 日

8 月
★短縮　希望面談④

📕返却期間(～10日)

9 火

👣2年：バスの乗り方教室

❖6年：東特交流籍交流②（６１へ）

📙３年：市ブックトーク②～④

10 水
👣2年：バスの乗り方教室

❖5年：ジオ学習⑤

11 木
📕応援団読　　📖応援団人形劇

代表委員会⑧

12 金

クラブ⑤(60分)　　　❖PTA運営委(リ)

❖6年：東特交流籍交流②③（６４へ）

📙1年：市読み聞かせ②～④

📙6789組：市読み聞かせ⑤

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水
👣支援級：交流会(韮南)

📙1年：市読み聞かせ②～④

18 木

19 金
クラブ⑥(60分)最終

📙２年：市読み聞かせ②～④へ

20 土

21 日

22 月

23 火 終業式

24 水 冬休みスタート

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水

◇～心をひとつに！～ 

みんなが輝くスポーツ大会◇ 
 天気が心配されていましたが、子供たちの思いが
通じ、さわやかな秋晴れの下、スポーツ大会が実施
されました。仲間と力と心を合わせて練習に励み、
本番を迎えた子供たち。勝利を目指して全力で競技
をする姿、一生懸命に声援を送る姿、係活動で役割
を果たす姿、仲間とともに夢中で取り組む素敵な姿
がありました。スポーツ大会のスローガン通り、仲
間と心を一つに、一人一人が主役として輝く、韮小
ならではの素敵なスポーツ大会となりました。 
子供たちへの大きく、温かなご声援、ありがとう

ございました。 

 
 
 
 
 
 


